
　令和３年度 特別支援学校寄贈物品　使用状況報告書　【1年目】
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全校児童･生徒数

1．使用状況

寄贈物品名

使用学年及び人数

使用頻度

　　　使用状況

　物品の使用による
　変化や効果

今後の活用の
見通しや課題

　　その他
　　希望や所感など

静岡県立掛川特別支援学校　御前崎分校ＰＴＡ

学　校　名
静岡県立掛川特別支援学校　御前崎分校

34名

高等部１～３年生

長胴太鼓 台座付／平太鼓　立台座付

毎週の音楽の時間（週１回）

＜１学期＞
・ ２年生徒18名が、器楽演奏として和太鼓を使用した。
⇒長胴太鼓は、二人一組（一人は節打ち）で、曲の節目に交代して打つ方法
で和太鼓演奏に取り組んだ。
＜２学期＞
・生徒の希望（興味）を基に高等部全体で縦割りグループを編成し、その一つ
のグループ（生徒９名）で和太鼓を扱っている。
⇒テーマ「波」から打ち方を工夫したり、自らリズムを考えたりする学習も含め
行っている。

・長胴太鼓と平太鼓を合わせて10セット寄贈いただいたことで、和太鼓の
演奏グループを設定できるようになった。
・寄贈していただく前は、座位で打つ高さの台しかなかったため、立位による
大きな動作で打つ学習活動が可能になった。
・和太鼓は、他の生徒と音を合わせて打つことやテーマに合わせた表現
（大きさと強さ）を工夫して打てる良さがあり、生徒が自信をもって表現する
姿につながってきている。

・生涯学習につながるよう、興味をもって和太鼓に親しむ学習を進めていき
たい。そのために、音楽のまとめの時間に他のグループと見合う時間を設け
たり、動画等で、和太鼓演奏に触れたりしながら進めていきたい。

寄贈して頂いた太鼓を音楽の時間で活用しています。生徒たちも音楽の　
時間を楽しみにしていて、太鼓の準備も生徒自ら率先して行っています。
ありがとうございました。



音楽ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表に向けて太鼓の練習

２．活用の様子

太鼓を打つ姿が

かっこよくなってきました

周りの友達と息を合わせ

て演奏します
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